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(百万円未満切捨て)

１．平成24年３月期第２四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年９月30日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第２四半期 1,493 △5.9 △461 - △507 - △521 -

23年３月期第２四半期 1,588 △30.6 △433 - △489 - △571 -

(注) 包括利益 24年３月期第２四半期 △515百万円( - ％) 23年３月期第２四半期 △568百万円( - ％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第２四半期 △23 22 - -

23年３月期第２四半期 △25 45 - -

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第２四半期 5,491 △359 △8.7

23年３月期 5,787 164 0.8

(参考) 自己資本 24年３月期第２四半期 △475百万円 23年３月期 45百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 - - - - - - 0 00 0 00

24年３月期 - - - - - - 0 00 0 00

24年３月期(予想) - - 0 00 0 00

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,000 △5.5 80 - △7 - △35 - △1 55



  

 

 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付

資料P２「経営成績に関する情報」をご覧ください。 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

  新規 － 社 (      －     )、除外 － 社 (      －     )

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期２Ｑ 22,500,000株 23年３月期 22,500,000株

② 期末自己株式数 24年３月期２Ｑ 36,761株 23年３月期 36,261株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年３月期２Ｑ 22,463株 23年３月期２Ｑ 22,466株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響

と続く円高基調など、企業活動の停滞や業績悪化などの懸念材料により、リーマンショック直後の景気

の低迷を上回る経営環境の先行き不透明感が強まりました。興行界は旅行業界と同様に、景気が悪くな

ると買い控えやレジャー予算の削減対象となり、厳しい状況が続いております。 

このような経済情勢の下で、当社は、多種多様な公演内容を揃え、市場開拓・顧客開発に努め、お客

様にご満足いただけるよう邁進してまいりました。 

しかしながら、取りまく環境は依然厳しく、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高１４億９千

３百万円（前年同四半期比6.0％減少）となりました。 

利益面では、営業損失４億６千１百万円（前年同四半期は営業損失４億４千３百万円）、経常損失５

億７百万円（前年同四半期は経常損失４億８千９百万円）、四半期純損失５億２千１百万円（前年同四

半期は四半期純損失５億７千１百万円）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して、２億９千６百万円減少

し、54億９千１百万円となりました。 

（資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、７億３千４百万円(前連結会計年度末は

６億４千６百万円)となり、８千７百万円の増加となりました。この主な要因は、現金及び預金が６

千８百万円、売掛金が１千４百万円増加したことによるものであります。 

固定資産の残高は、47億５千７百万円(前連結会計年度末は51億４千万円)となり、３億８千３百万

円の減少となりました。この主な要因は、売却により建物及び構築物が１億６千９百万円、土地が１

億９百万円減少したことによるものであります。  

（負債の部） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、49億７千万円(前連結会計年度末は44億

４千７百万円)となり、５億２千３百万円の増加となりました。この主な要因は、短期借入金が１億

円、前受金が３億３千１百万円増加したことによるものであります。 

固定負債の残高は、８億７千９百万円(前連結会計年度末は11億７千５百万円)となり、２億９千６

百万円の減少となりました。この主な要因は、長期借入金が１億２千万円、社債が１億円減少したこ

とによるものであります。  

（純資産の部） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、マイナス３億５千９百万円(前連結会

計年度末は１億６千４百万円)となり、５億２千３百万円の減少となりました。この主な要因は、利

益剰余金が５億２千１百万円減少したことによるものであります。  

  

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）

は、前年同四半期連結累計期間に比べ１億２千万円（34.7％）増加し、当第２四半期連結累計期間には

４億６千８百万円となりました。  

営業活動によるキャッシュ・フローは、1億円の減少（前年同四半期連結累計期間は３億５千８百万

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結キャッシュ・フローの状況に関する定性的情報

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕
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円の減少）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純損失５億９百万円（前年同四半期連

結累計期間は税金等調整前四半期純損失５億６千４百万円）の計上、仕入債務の増加８千２百万円

（前年同四半期連結累計期間は６百万円の増加）、前受金の増加３億３千１百万円（前年同四半期連

結累計期間は１億１千８百万円の増加）などによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、２億８千万円の増加（前年同四半期連結累計期間は５千万

円の増加）となりました。これは主に、有形固定資産の売却による収入２億７千７百万円（前年同四

半期連結累計期間は１百万円）があったことによるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億１千１百万円の減少（前年同四半期連結累計期間は１

千７百万円の増加）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出１億２百万円（前年同

四半期連結累計期間は２億２千６百万円）があったものの、短期借入金の純増加額１億円（前年同四

半期連結累計期間は３億５千万円の増加）があったことによるものであります。 

  

第122期(平成23年度)は、３月11日に発生した東日本大震災の影響による買い控え・節約ムードの

中、長引く円高水準のため、ものづくりで輸出する企業が多い東海地区では、生産拠点を移転するの

に伴い、産業の空洞化、雇用の減少や個人所得の減少が払拭されず、更に世界的金融危機の発生で、

個人消費が回復せず、先行き不透明な状態にあります。このような状況下、娯楽の一つである演劇興

行を主とする当社にとりましては、厳しい経営環境が続くことは避けられないものと予想されます。

  

なお、上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

（４）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

  

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

を利用する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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当社グループは、前連結会計年度まで５期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、前

連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローも３億３千２百万円の大幅なマイナスになりまし

た。当社の業績は、主力事業である観覧券売上に大きく依存しており、その結果が損益に大きく影響を

及ぼしております。前連結会計年度は、鋭意努力しましたが、上期、下期ともに観覧券売上が大きく落

ち込みました。当第２四半期連結累計期間においても、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影

響による買い控え、更には世界的な金融不安の材料などがあり、演劇興行界は依然として厳しい現状が

続いており、営業損失４億６千１百万円、経常損失５億７百万円及び四半期純損失５億２千１百万円と

損失を計上した結果、３億５千９百万円の債務超過の状態となりました。当該状況により、前連結会計

年度に引き続き継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 400,407 468,519

売掛金 178,542 192,855

商品 1,764 4,729

貯蔵品 7,296 6,774

その他 92,451 86,724

貸倒引当金 △33,630 △25,564

流動資産合計 646,832 734,038

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,735,129 3,483,029

土地 1,103,818 994,152

その他（純額） 199,513 182,179

有形固定資産合計 5,038,461 4,659,360

無形固定資産 6,878 6,535

投資その他の資産 94,999 91,208

固定資産合計 5,140,338 4,757,105

資産合計 5,787,171 5,491,143

負債の部

流動負債

買掛金 198,002 280,484

短期借入金 2,963,600 3,063,600

1年内返済予定の長期借入金 682,100 700,300

未払法人税等 505 6,863

賞与引当金 7,735 8,172

その他 595,261 911,474

流動負債合計 4,447,204 4,970,895

固定負債

社債 100,000 －

長期借入金 120,600 －

退職給付引当金 108,976 120,206

長期預り保証金 772,756 692,805

その他 73,553 66,729

固定負債合計 1,175,886 879,741

負債合計 5,623,091 5,850,636

純資産の部

株主資本

資本金 450,000 450,000

資本剰余金 315,684 315,684

利益剰余金 △689,307 △1,210,901

自己株式 △33,670 △33,807

株主資本合計 42,706 △479,024

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,926 3,274

繰延ヘッジ損益 △955 －

その他の包括利益累計額合計 2,970 3,274

少数株主持分 118,403 116,257

純資産合計 164,079 △359,492

負債純資産合計 5,787,171 5,491,143

㈱御園座　(9664)　平成24年３月期　第２四半期決算短信

6



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 1,588,743 1,493,871

売上原価 1,823,367 1,784,712

売上総損失（△） △234,623 △290,841

販売費及び一般管理費 209,057 170,759

営業損失（△） △443,681 △461,601

営業外収益

受取利息 75 10

受取配当金 1,009 837

負ののれん発生益 1,335 4,754

保険返戻金 － 4,249

その他 2,008 3,185

営業外収益合計 4,430 13,036

営業外費用

支払利息 47,235 48,996

社債保証料 1,814 1,117

その他 1,324 8,817

営業外費用合計 50,374 58,930

経常損失（△） △489,626 △507,495

特別利益

固定資産売却益 357 1,286

投資有価証券売却益 1,543 －

遺贈金収入 － 1,464

保険解約返戻金 2,774 －

その他 2,439 －

特別利益合計 7,114 2,751

特別損失

前期損益修正損 12,185 －

固定資産売却損 577 4,728

固定資産除却損 46,525 186

保険解約損 2,468 －

その他 19,803 －

特別損失合計 81,560 4,914

税金等調整前四半期純損失（△） △564,072 △509,658

法人税、住民税及び事業税 1,133 6,190

法人税等調整額 29 136

法人税等合計 1,162 6,326

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △565,235 △515,985

少数株主利益 6,608 5,608

四半期純損失（△） △571,844 △521,593
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △565,235 △515,985

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,836 △652

繰延ヘッジ損益 － 955

その他の包括利益合計 △2,836 303

四半期包括利益 △568,072 △515,681

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △568,072 △516,104

少数株主に係る四半期包括利益 － 422
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △564,072 △509,658

減価償却費 114,521 105,095

負ののれん発生益 △1,335 △4,754

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,944 △8,065

賞与引当金の増減額（△は減少） △12 437

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,426 11,229

受取利息及び受取配当金 △1,085 △847

支払利息 47,235 48,996

投資有価証券売却損益（△は益） 576 －

保険解約損益（△は益） △305 －

固定資産除売却損益（△は益） 46,745 3,627

売上債権の増減額（△は増加） △42,636 △14,312

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,569 △2,442

未収入金の増減額（△は増加） 17,202 △9,944

仕入債務の増減額（△は減少） 6,004 82,481

未払消費税等の増減額（△は減少） △24,288 8,599

投資有価証券評価損益（△は益） 10,753 －

その他 68,127 238,465

小計 △314,481 △51,092

利息及び配当金の受取額 1,250 847

利息の支払額 △41,616 △49,837

法人税等の支払額 △3,389 △582

営業活動によるキャッシュ・フロー △358,236 △100,664

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 50,000 －

有形固定資産の取得による支出 △13,953 －

有形固定資産の売却による収入 1,256 277,967

無形固定資産の取得による支出 △164 －

投資有価証券の売却による収入 10,143 －

貸付金の回収による収入 383 182

保険積立金の解約による収入 18,388 5,689

その他 △15,296 △3,254

投資活動によるキャッシュ・フロー 50,758 280,584

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 350,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △226,200 △102,400

社債の償還による支出 △100,000 △100,000

配当金の支払額 △774 △482

社債保証料の支払による支出 △1,496 △798

その他 △4,158 △8,126

財務活動によるキャッシュ・フロー 17,370 △111,806

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △290,107 68,112

現金及び現金同等物の期首残高 638,026 400,407

現金及び現金同等物の四半期末残高 347,919 468,519
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 当社グループは、前連結会計年度まで５期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、前連

結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローも332,401千円の大幅なマイナスになりました。当社の

業績は、主力事業である観覧券売上に大きく依存しており、その結果が損益に大きく影響を及ぼしており

ます。前連結会計年度は、鋭意努力しましたが、上期、下期ともに観覧券売上が大きく落ち込みました。

当第２四半期連結累計期間においても、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響による買い控

え、更には世界的な金融不安の材料などがあり、演劇興行界は依然として厳しい現状が続いており、営業

損失461,601千円、経常損失507,495千円及び四半期純損失521,593千円と損失を計上した結果、359,492千

円の債務超過の状態となりました。当該状況により、前連結会計年度に引き続き継続企業の前提に関する

重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

 四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく以下の施策を継続して実施いたして

おります。 

１． 売上高増につきましては、従来の営業活動に加えて、委託販売員「御園座ふれんど」による観覧券

販売制度を活用し、観覧券拡販に努めております。また友の会優待制度の見直しとして、観劇引換券

の使用枚数制限を廃止することで会員の皆様の利便性向上を図りました。また、学割料金を統一的に

設定し、さらにチケット販売企業と新たな提携等による販売チャネルの拡大に努めており、顧客層の

拡大を狙った施策を実行しております。公演内容においては、歌舞伎を中心とした集客力のある内容

で、お客様のニーズに合った公演を行い、有料入場者の早期かつ確実な回復を図っております。 

２． 売上原価、販売費及び一般管理費の削減につきましては、出演料の再交渉や舞台関係制作物のリサ

イクル化及び照明、音響等舞台演出の効率化を図ります。また、業務改善を積極的に実施し、人員の

スリム化や配置転換、宣伝方法の見直しをさらに行います。 

３． 劇場事業と関連性の低い不動産の売却等をすることにより、資産を圧縮し、キャッシュ・フローの

改善を図ります。当社グループの土地と建物の一部につきましては、平成23年４月26日付にて売買契

約を締結し、平成23年５月31日に代金決済と物件の引き渡しをいたしました。 

４． 短期借入金（当第２四半期連結会計期間末残高 3,063,600千円）の借換につきましては、現在、取

引先金融機関と交渉中であり、更新可能と判断しております。 

 また、一年内返済予定の長期借入金（当第２四半期連結会計期間末残高 700,300千円）は、資金調

達の安定化のために長期借入先である金融機関５社に借入金元金について、平成24年３月末日までの

返済期限の延長及び返済方法の変更を主な内容とする長期借入金返済条件の変更に同意を得ておりま

す。尚、平成24年４月以降の返済条件におきましては、現在、取引先金融機関と返済期限の交渉中で

あり、同意を得られる見込みです。 

５． 平成21年８月にスタートした「経営再生プロジェクト」により、平成22年４月「第二次御園座リバ

イバルプラン」を策定しました。しかしながら、業績は依然として厳しい状況が予想されることか

ら、平成22年10月に新たに「経営戦略室」を設立し、これまでの「リバイバルプラン」の枠にとらわ

れず、抜本的な経営改革を実行した上で、事業再生のために最大限の努力を図ることを不退転の決意

で進めております。 

① 公演回数の削減及び公演費の圧縮 

利益確保が見込めない公演を中止して公演回数を削減いたします。そして、公演のない月の獲得

予定団体客を他の公演に振り分けることで売上がダウンすることを避け、利益を確保いたします。 

② 人件費の削減 

（４）継続企業の前提に関する注記
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  業務の見直しを行い、仕事の効率を上げることにより、人員見直しを実施し、人件費の削減を実

行しております。 

③ その他諸経費の削減 

宣伝方法の見直しによる広告宣伝費の大幅な削減を中心に、支払手数料、交際費、消耗品費、水

道光熱費等全ての一般管理費について更なる経費の削減を継続して実行します。 

６． 本社及び劇場の所在地である、御園座会館の再開発に関する本格的な協議を開始しております。再

開発計画の具体的な内容につきましては、現在検討中であります。 

 上記の施策を実行して行くことにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消できるものと判断し

ております。 

 しかし、これらの対応策は実施途上にあり、今後の経済情勢の変化による影響を受ける可能性があるた

め、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 
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Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 調整額は以下のとおりであります。 

セグメント利益又は損失(△)の調整額 △113,796千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ 調整額は以下のとおりであります。 

セグメント利益又は損失(△)の調整額 △92,458千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。 

（５）セグメント情報等

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注２)劇場 不動産賃貸 リース 老人ホーム 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,207,187 179,592 4,473 197,491 1,588,743 - 1,588,743

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

- 35,732 47,177 - 82,910 △82,910 -

計 1,207,187 215,324 51,651 197,491 1,671,654 △82,910 1,588,743

セグメント利益又は損失（△） △314,185 △41,325 14,935 10,691 △329,884 △113,796 △443,681

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注２)劇場 不動産賃貸 リース 老人ホーム 計

売上高

  外部顧客への売上高 1,116,644 177,620 2,022 197,584 1,493,871 - 1,493,871

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

- 3,399 43,647 - 47,047 △47,047 -

計 1,116,644 181,020 45,670 197,584 1,540,918 △47,047 1,493,871

セグメント利益又は損失（△） △384,270 △7,191 12,763 9,554 △369,143 △92,458 △461,601
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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